
子どもの生きづらさに寄り添うこと

一般社団法人かけはし 代表理事 廣瀬貴樹



本日の流れ

①設立経緯「なぜ教員を辞めて、居場所づくり」なのか？

②かけはしの「まなべる居場所」とは、どんな場所？

③大人の居場所「大人のかけはし」とは？

④学校連携・民民連携

⑤現状の課題と今後の可能性



①設立経緯
生きづらさを抱えている子どもたちとの出会い

・発達障害
・人間関係
・複雑な家庭環境
・子どもの貧困
・学校のしくみ
不登校になるこどもたち



こどもたち一人ひとりの傷

「なんで学校に行けないんだ」

「勉強がわからない」

「先生がこわい」

「友達関係がうまくいかない」

「集団の中に入れない」



孤独





自己肯定感
（自尊感情）

「自分は自分でいい。」

「自分にはこんな良いところがある。」

「自分らしく生きていきたい。」





生きづらさを抱
えるこどもに

とことん
寄り添いたい

土になりたい



その子自身が自分の意思で、自分の力で
乗り越えることを支援

①土になりたい

その子が安心して生きられる場所・自分らしく伸びていくことを支える環境づ

くり・きっかけづくり

②とことん寄り添いたい

その子が自分自身のタイミングで伸びていくことを支える、じっくり寄り添う

③共に生きる

一緒に「喜怒哀楽」を共にすることで、一緒に「生きる」ということを感じる





②かけはしの居場所とは
どんな場所？



一般社団法人かけはしの取組
〇まなべる居場所づくり

毎週４回

月 １０：１５～１４：００

下和泉地域ケアプラザ

火 ９：３０～１１：３０

南希望が丘地域ケアプラザ

水 ９：３０～１４：００

いちょうコミュニティハウス

金 ９：３０～１１：３０

いずみ野地域ケアプラザ・泉図書館



子どもたちの思いに寄り添うこと



日常の
あたりまえから
「生きる」を
感じること



本来その子がもっているパワーをためる場

その子の力を信じて待つ場所



ほんの少し ほんの少しずつ
歩み寄る

安心感が生まれて
はじめて居場所と
なりえる















○比較しない

比較されない場



その子らしさを
伸ばす場



筋トレ講座





○受け止めてくれる大人



認めてくれる大人



○自主性が

なにより

尊重される場







テントを
作ってみたい



ダンスが好き、踊りたい！



遠足に
行きたい



自分の意見を自由
に言える場

言えなくてもいい
空間



居場所のもつチカラ

・傷ついた心を温めるチカラ

・ストレスを発散できるチカラ

・だんだんとやる気が出るチカラ

・人への信頼が生まれてくるチカラ

・人に関わろうとするチカラ

・チャレンジしてみようかなと思えるチカラ

・自分のことを好きになるチカラ



居場所は個性・持ち味を伸ばす場➡太い幹



○こどもたちが関係を創り出す力



社会性：子どもたちが自分で関係を創り出す力



人間性



他者と生きていくための「葉を増やす」

「嫌いだった奴を好きになれた。これが１４年間生きてきた中で一番の成長」

居場所は、個性とともに社会性・人間性を育む場



一人で生きていこうと決めた

でも一人は心細かった

「だから時間をかけてみんなと生きていこうという気持ちをつかんだ」



我慢すること・耐えること

➡ストレス、自己嫌悪、自己否定感

NOが言えること
逃げること
助けを求めること



決められること・行かされること
➡自分で決めること・自分の足で行くこと



集団に合わせること➡自分で考えて動くこと



教えられること➡自ら学ぶこと・教えること



社会的自立とは？



自分が幸せになるための「実を増やす」
自分で自分の可能性を切り拓く力



他者が幸せになるための「実を増やす」
社会の一人として誰かを幸せにする力



自己肯定感を高め、社会的自立を図るための生きる力を育む。 

 

                                                    

                               

                                     

            

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感 

自分は自分でいい 

安心 
なにをしてもいい 

体験 

好きなことに挑戦 

自己決定 

やる・やらない 

コミュニケーション 

だれかとかかわりたい 

社会的自立 

生きる力 

基本的生活習慣 

自分で生活する 

個性・人間性 

自分らしさを磨く 

学ぶ力 

なりたい自分へ 

社会性 

折り合い・認め合う 

失敗しても OK 

じっくりと待つ 

一緒にやる 

たくさんの人が関わる 

認める 

９年間

という

長い目

で児童

生徒の

成長を

みとる

支える 



③大人の居場所
－大人のかけはし―



保護者の
方々の
悩みや不安

不安や悩みを打ち明けられない

➡共感されづらい

こどもと離れられない

➡ずっと一緒にいる時間

子育て、家事、仕事

➡自分のペースでできない

将来への不安

➡先が見通せない



保護者の方々の心の声

「あたりまえってなんだろう？」

「自分にとっての居場所がないと！」

「だって大変だもん！！」

「こっちがつかれちゃう！！」

「疲れた母を見て、こどもは不安になる」

「プチごほうび！！」

「自分ファーストの時間」

「自分のテンションをあげないとダメ」



「孤独」を感じるのは親も一緒。

大人にとっても「居場所」が

絶対に必要であるということ



④学校連携・民民連携

〇泉区、区外の小中学校２５校との連携➡出席扱い

〇小中学校からのこどもの紹介、SSW、SCからの紹介

〇小学校での職員研修（メンター研修・人権研修など）

〇こども家庭支援課、教育委員会、児童相談所、
療育センター



④学校連携・公民連携・
民民連携 〇親の会との連携、

〇就労支援の場

としての

コミュニティカフェ

の運営



④学校連携・民民連携 〇民間団体
２４団体との
ネットワーク

「泉区こども
若者の居場所
連絡協議会」



⑤現状の課題と今後の可能性

〇持続不可能な財政状況
→横浜市委託事業「ハートフル西部」

〇専門性をもった人材確保の難しさ
〇ボランティアの支え・マネージメントの困難さ
〇教育のあり方（こどもの育ちや学び）を
共に考え、地域全体でこどもを見守る
まちづくりへ
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